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にいがた２ｋｍより除雪などを求めることについて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
要   旨  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 便利な生活を求めるひ弱な住民を力ずくで支配する、正当化す

るのはやめてほしい。 

にいがた「ゆきみち」ガイドはマニュアルなのか、ガイドライ

ンなのか、抽象的です。ガイドには、生活道路の除雪は１車線確

保が原則、必要に応じ路面整正、拡幅除雪を行うと掲載してあり

ますが、うそです。今年も福祉車両や宅配便が立ち往生しまし

た。大渋滞の原因です。若者が定着しません。政令市なのに、バ

ス停留所を除雪する所管課がない。バス停は乗り降りが大変、地

面上に雪岩があり、特につえをついた老人がかわいそうです。生

活道路は譲り合いと掲載されているが、譲り合う場所がない。バ

ス利用者と市や新潟交通さんは双務契約しています。歩道除雪も

15 センチメートルから除雪してほしい。老人や子供が歩けない。

道路の端を歩いている。横断歩道も道路の両側は雪の山。歩道と

して利用できない。前年は災害級の大雪でした。今年はガイドど

おり除雪してほしかった。公共施設はきれいに除雪するのに、そ

こに行くための生活道路は１車線では、矛盾を感じます。 
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また、バス・タクシー支援事業に２億円支出、中学生にバス券

3,000 円分プレゼント、なぜ高校生ではないのでしょうか。約２億

円あるのなら、バス停や歩道除雪をしっかりやってほしい。偶然

に事故が起こるものではない。除雪作業をして予防することがで

きるという考えもある。事故現場の検証が必要。 

にいがた２ｋｍより、各区に住み続けるための条件をつくる。

にいがた２ｋｍは作詞者がいっぱいいます。季節の作曲や主役が

見えない。音も風も匂いも色も、昼夜の季節が何も見えない、聞

こえない。所管課も議会も地域のかけ橋として、厳しい財政状況

でありますが、もう一度考えていただきたく切にお願いして、以

下のことを求め陳情いたします。 

 
記 

 

１ にいがた「ゆきみち」ガイドは必要に応じ見直しすること。 

 

２ にいがた２ｋｍより季節のニイガタ対策をつくること。 

 

３ 中学生に 3,000 円のバス代等をプレゼントするより、バス停・

歩道除雪に支出すること。 

 

４ 各区の職員は生活道路の凸凹、吹きだまりをスコップ除雪す

ること。 

 


